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－ 0.87］），地域所得（100万円ごと）の無歯顎オッズ比＝0.78（95％信頼区間［0.68 － 0.89］）。また，男
性に比べて女性では，より地域所得が高い地域に住むほど，無歯顎になるリスクが統計学的有意に小
さくなる（ｐ＜0.001）ことが示され，性別と所得の交互作用があることを明らかにした。
以上より，本研究は，個人及び地域所得が無歯顎のリスクと関連していることを明らかにし，特に
女性では，地域所得の影響を受けていることを示した。さらに，無歯顎を含む口腔の健康格差を緩和・
解消するためには，個人要因に介入するだけでなく，地域要因に対する公衆衛生学的アプローチが必
要であることを示唆した。本研究によって得られた成果は，今後の歯学における臨床・研究の新たな
展開に大いに貢献するものと考えられ，本論文が博士（歯学）の学位に相応しいと判断する。
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